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セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
藤
田
徹
社
長

は
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
が
05
年

の
開
始
か
ら
15
年
が
経
過

し
、
今
回
で
24
回
目
を
迎
え

た
こ
と
を
報
告
し
「
第
１
回

か
ら
参
加
し
て
い
る
人
も
お

り
、
と
て
も
感
慨
深
い
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
役
に

立
ち
、
さ
ら
に
力
に
な
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
青
木
氏
は
ま

ず
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の

全
体
像
に
つ
い
て
説
明
し
、

そ
の
中
で
も
重
要
な
項
目
と

し
て
、
①
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
の
導
入
②
年
次
有
給

休
暇
の
５
日
間
の
取
得
義
務

③
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用

の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
の

禁
止
―
の
三
つ
を
挙
げ
た
。

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

は
、
大
企
業
が
19
年
４
月
１

日
か
ら
、
中
小
企
業
が
20
年

４
月
１
日
か
ら
導
入
す
る
も

の
で
、
月
の
残
業
は
原
則
、

上
限
45
時
間
（
１
日
の
残
業

時
間
は
２
時
間
程
度
）
に
規

制
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
実
務

上
必
要
な
こ
と
は
、
１
年
間

の
時
間
外
労
働
及
び
労
働
の

時
間
数
と
１
カ
月
の
最
長
の

時
間
外
労
働
及
び
休
日
労
働

時
間
数
の
確
認
や
、
新
し
い

36
協
定
の
書
式
作
成
と
協
定

事
項
の
確
認
だ
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
時
間
外
労
働
が
月

60
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、

23
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
時

間
外
労
働
の
割
増
率
50
％
」

を
視
野
に
入
れ
て
、
時
間
外

労
働
の
削
減
の
検
討
を
進
め

る
必
要
性
が
あ
る
と
述
べ

た
。

　
年
次
有
給
休
暇
の
５
日
の

取
得
義
務
に
つ
い
て
同
氏

は
、
「
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
」
と
の
見
解
を
示
し
、

会
社
を
休
業
日
に
し
て
全
体

的
に
付
与
す
る
の
で
は
な

く
、
個
々
で
取
得
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
や
、
閑

散
期
な
ど
に
取
得
を
し
て
も

ら
う
と
い
っ
た
工
夫
が
必
要

だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
実
務
上
の
対
策
と
し
て
、

各
労
働
者
ご
と
の
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
率
の
確
認
や
、

年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
を
作

成
す
る
こ
と
、
年
次
有
給
休

暇
の
付
与
日
の
検
討
が
必
要

だ
と
し
、
「
計
画
的
付
与
を

行
う
場
合
は
、
労
使
協
定
の

作
成
が
必
要
に
な
る
」
と
促

し
た
。

　
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用

の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
や
有
期
雇
用
労
働

者
に
対
し
て
不
合
理
な
待
遇

差
が
禁
止
さ
れ
る
と
し
、

「
基
本
給
や
賞
与
な
ど
均
衡

待
遇
規
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
明
確
化
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
正
社
員
と
パ

ー
ト
等
の
区
分
ご
と
に
賃
金

や
賞
与
、
福
利
厚
生
な
ど
の

待
遇
の
違
い
を
確
認
し
、
違

い
が
あ
る
場
合
は
理
由
が

「
不
合
理
で
は
な
い
」
こ
と

を
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
が
一
番
重
要
だ
と

強
調
し
た
上
で
、
「
今
の
う

ち
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
藤
田
組
は
３
月
７
日
、
東
京
都
中
央
区
の
日
本
橋
倶
楽
部
会
議
室
で
、
「
第
24
回

企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
４
月
に
働

き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
同
社
の
顧
問
社
会
保
険
労
務
士

で
、
青
木
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
の
青
木
隆
憲
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
働
き
方
改

革
に
向
け
た
取
り
組
み
～
労
務
管
理
と
就
業
規
則
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
働

き
方
改
革
関
連
法
の
説
明
を
通
じ
て
、
有
給
休
暇
を
個
別
に
付
与
す
る
な
ど
の
企
業

と
し
て
の
対
策
や
準
備
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
当
日
は
、
企
業
の
人
事
総
務
担

当
者
ら
約
40
人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

「
第
24
回
　
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

「
働
き
方
改
革
」テ
ー
マ
に

藤田組

ポ
イ
ン
ト
は
有
給
休
暇
の
義
務
化

青木氏

藤田社長

約40人が熱心に聴講した


